
 

 

 

 

 

評価による定期昇給は実施。

民
間
大
手
で
相
次
ぐ
満
額
回
答
！
取
り
残
さ
れ
る
貨
物
労
働
者 

3
月
14
日
、
貨
物
会
社
は
「
2024
年
4
月
1
日
以
降
の
賃
金
引
上
げ
に
関
す

る
申
し
入
れ
（
国
労
闘
申
第
8
号
）
」
に
対
し
て
、「
評
価
に
よ
る
定
期
昇
給
を

実
施
す
る
。
7
月
1
日
現
在
の
基
本
給
（
昇
給
前
）
の
基
本
給
に
「
1,500
円
＋
基

本
給
の
0.1
％
」（
平
均
1,800
円
）
を
加
え
る
と
回
答
を
行
い
ま
し
た
。 

今
回
の
回
答
は
、「
有
額
回
答
」
で
は
あ
る
も
の
の
、
賃
金
格
差
が
生
ま
れ
る

も
の
で
あ
り
、
社
員
と
家
族
の
生
活
改
善
に
は
程
遠
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

民
間
大
手
で
は
相
次
い
で
4
万
円
前
後
の
満
額
回
答
の
中
、
物
価
上
昇
分
に

も
満
た
な
い
回
答
で
は
貨
物
社
員
の
生
活
改
善
は
取
り
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
ベ
ア
実
施
」
で
生
活
改
善
を
望
ん
で
い
た
が
・
・
・ 

貨
物
会
社
は
、
2023
年
度
の
事
業
計
画
で
連
結
36
億
円
、
単
体
20
億
円
の
経
常

黒
字
を
目
指
す
と
し
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
の
低
迷
や
、
異

常
な
物
価
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
1
月
改
定
で
2024
年
3
月
期
見
通
し
を
連
結
△

52
億
円
、
単
体
△
69
億
円
と
大
幅
に
下
方
修
正
を
行
っ
て
い
ま
す
。
国
労
は
事

業
計
画
に
つ
い
て
、
輸
送
量
の
低
迷
し
て
い
る
中
で
、
コ
ロ
ナ
前
に
戻
す
こ
と

は
厳
し
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
改
め
て
、
計
画
の
見
通
し
に
問
題
が
あ
っ

た
と
疑
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

こ
の
間
の
交
渉
で
は
、
貨
物
会
社
の
賃
金
引
き
上
げ
は
物
価
上
昇
分
に
は
追

い
つ
い
て
い
な
い
こ
と
、
ベ
ア
の
機
運
は
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
と
し
て
お
り
、
貨
物
会
社
の
回
答
は
、
物
価
上
昇
分
に
は
追
い
つ
く
も
の
で

は
な
く
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
格
差
と
競
争
が
持
ち
込
ま
れ
る
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

低
額
回
答
で
は
生
活
は
改
善
で
き
な
い
。 

貨
物
会
社
の
回
答
は
、
3
年
連
続
で
基
本
給
額
に
よ
っ
て
「
ベ
ア
額
」

が
異
な
り
、
さ
ら
に
賃
金
に
格
差
が
生
じ
る
も
の
と
な
り
ま
す
。
率
に
よ

る
賃
金
引
き
上
げ
は
、
今
後
の
賃
金
に
も
影
響
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

評
価
制
度
導
入
時
の
交
渉
に
お
い
て
、
国
労
は
、
「
す
べ
て
の
処
遇
は

評
価
に
よ
り
決
定
す
る
。
」
こ
と
、「
労
働
者
間
に
競
争
が
持
ち
込
ま
れ
る

も
の
で
あ
る
」
こ
と
を
指
摘
し
て
き
ま
し
た
が
、
基
本
給
に
対
し
、
定
率

に
よ
り
ベ
ア
を
実
施
す
る
と
し
た
考
え
方
は
、
評
価
制
度
に
よ
る
賃
金
の

変
動
、
等
級
の
違
い
に
よ
る
昇
給
の
格
差
を
更
に
拡
大
し
、
上
位
職
へ
の

配
分
を
手
厚
く
す
る
こ
と
で
、
社
員
間
の
更
な
る
競
争
と
分
断
を
煽
る
も

の
で
す
。
国
労
は
、「
格
差
を
生
む
ベ
ア
」「
低
額
回
答
」
に
断
固
抗
議
し
、

分
会
、
職
場
か
ら
抗
議
行
動
、
再
考
を
求
め
展
開
し
ま
し
ょ
う
。 

共
に
生
活
改
善
、
労
働
条
件
改
善
に
向
け
声
を
上
げ
ま
し
ょ
う
。 

積
み
上
げ
ら
れ
た
内
部
留
保
を
社
員
へ 

深
刻
な
の
は
、
関
連
会
社
で
働
く
労
働
者
や
初
任
給
よ
り
も
低
い
賃
金
と
な

っ
て
い
る
シ
ニ
ア
社
員
の
生
活
で
す
。
関
連
会
社
で
は
賃
金
を
上
げ
る
た
め
に

は
原
資
が
必
要
で
あ
り
、
少
な
い
委
託
費
で
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ

こ
に
働
く
労
働
者
は
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
シ
ニ

ア
社
員
に
つ
い
て
も
、
物
価
上
昇
に
よ
り
、
生
活
費
は
大
き
く
膨
ら
み
、
毎
月
の

賃
金
で
は
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
関
連
会
社
で
働
く
労
働
者
、
シ
ニ

ア
社
員
の
賃
金
を
引
き
上
げ
、
生
活
を
改
善
さ
せ
る
に
は
、
貨
物
会
社
が
国
労

要
求
に
応
え
、
委
託
費
を
増
額
す
る
こ
と
が
企
業
責
任
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
間
18
年
連
続
で
「
ベ
ア
ゼ
ロ
」
で
賃
金
を
上
げ 

て
こ
な
か
っ
た
一
方
で
、
こ
の
10
年
余
り
で
、
内
部
留 

保
を
約
300
億
円
積
み
上
げ
て
い
ま
す
。 

 

賃
上
げ
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
今
こ
そ
内
部
留
保 

を
切
り
崩
し
国
労
要
求
17,000
円
を
再
考
し
、
社
員
に
還
元 

す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。 

国労関西貨物協議会 3月 
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